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Fe表面への酸素吸着効果は、金属表面の腐食(錆)や不活性化など、身近な現象の初期酸化過程

を理解する上での重要性のみならず、近年では、トンネル磁気抵抗素子への応用という観点から、

Feの表面磁性が酸素との結合によりどのような影響を受けるのか大きな興味が持たれ精力的な研

究が行われている。今回我々は、酸素吸着表面の結晶構造が確立されている Fe(110)表面に着目し、

0.25-0.5 MLの低被覆領域において Fe3dと O2pの混成バンドがフェルミ準位近傍に形成され、こ

のバンドが被覆率によって系統的に変化する様子を、高分解能 ARPES により観測した[1]。実験

にはW(110)表面上に作成した 35 MLの Fe薄膜を用いた。 

図 1に、(a)Fe(110)表面と、(b)0.25MLの酸素吸着表面について測定した ARPESス ペクトルを

示す。図から明らかなように、(b)において結合エネルギー0.1 eVに Fe表面にはない新たなバンド

分散構造(青点線)が観測されている。

これは吸着した酸素の O2p 軌道と

Fe3d 軌道の混成により形成された表

面バンド(SS)であると考えられる。

我々は、c(2x2)の酸素吸着構造に基づ

いて第１原理計算を行い、このバン

ドが minority 表面バンドであること

を見出した。このバンドは 0.5 MLま

での被覆率でも明確に観測されてお

り、0.25-0.5 MLの被覆領域において

表面の強磁性が保持されていること

を示唆する。講演では、表面バンドの

酸素被覆率依存性、表面磁性との関

連について詳しく議論する。 
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図 1 (a)Fe(110)表面と(b)0.25ML酸素吸着表面にお
ける ARPESスペクトル. 挿入図は表面ブリルア
ンゾーンにおける測定方向. SSは表面電子状態. 
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